
2 章 ベクトル 

 

真理とは， 

たいまつのようなものである。 

揺さぶるほど輝きを増す。 

 

アイルランドの数学者，物理学者。 

幼少期から数や言語に異常な才能を示し， 

10 か国語以上を理解する神童であった。 

22 歳という若さで天文学教授になり， 

数学や物理学の分野で数多くの業績を残したが， 

古典文学や詩にも造詣が深かった。 

現代のベクトル解析に現れる公式の多くは 

彼が考案したものである。 

 

ウィリアム・ローワン・ハミルトン 

（1805 年～1865 年） 
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1 節 平面上のベクトル 

 

1 ベクトルの意味 

 

有向線分とベクトル 

平面上で，点	A	から点	B	までの移動は，右の図のように，線分	AB	

に向きを示す矢印をつけて表すことができる。このような向きのつ

いた線分を有向線分という。 

線分	AB	の長さを有向線分	AB	の大きさまたは長さという。 

ここで，有向線分の長さが移動の大きさを，有向線分につけた矢印の向きが移動の向き

を表している。 

また，有向線分	AB	において，A	を始点，B	を終点という。 

右の図で，有向線分	AB	の表す移動と有向線分	CD	の表す移動とは，そ

の大きさと向きがともに一致しているので，同じ移動であるとみなすこ

とができる。 

有向線分について，その位置を問題にせず，向きと大きさだけに着目

したものをベクトルという。 

有向線分	AB	の表すベクトルを， 	と書く。 

そして，有向線分	AB	の長さをベクトル	AB	の大きさといい， 	 	 	で表す。 

ベクトルは，大きさと向きをもつ量である。 

ベクトルを， , 		 	のように，1	つの文字に矢印をつけて表すこともある。 

このとき， 	の大きさを	|	 	|	で表す。 
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ベクトルの相等 

2	つのベクトル	 , 	の向きと大きさが一致するとき，これらのベクトルは等しいといい，

	 	と表す。2	つのベクトルが等しいときには，これらのベクトルを

表す有向線分の一方を平行移動して，他方に重ね合わせることができ

る。たとえば，右の図の場合	 	である。 

 

問 1 右の平行四辺形で，次のベクトルのうち互いに 

等しいものを答えよ。 

① AD ② BA 

③ BC ④ CD 

 

逆ベクトルと零ベクトル 

ベクトル	 	と大きさが同じで，向きが反対のベクトルを	 	の

逆ベクトルといい， 	で表す。 

AB	のときは 

BA 

すなわち，BA AB	である。 

 

問 2 右の図の中で，等しいベクトルを答えよ。 

また，互いに逆ベクトルであるものを答えよ。 

 

始点と終点の一致したベクトル	AA	は大きさが	0	のベクトル

と考えられる。このベクトルを零ベクトルといい， 	で表す。また，0	の向きは考えないも

のとする。 
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2 ベクトルの加法・減法・実数倍 

 

ベクトルの加法 

ベクトル	 , 	に対して，1	つの点	A	をとり 

AB, BC 

となるように点	B, C	をとる。このとき， 

AC	を	 	と	 	の和といい 

 

と表す。すなわち 

AB BC AC 

 

問 3 右の図において，次のベクトルを図示せよ。 

(1)  (2)  

(3)  (4)  

 

ベクトルの加法については，次のことが成り立つ。 

 

ベクトルの加法 

□1       交換法則 

□2      結合法則 

□3     0  

□4     0 

 

証明 □1 を証明する。ベクトル	 , 	に対して，平面上に点	A	をとり， AB, AD	と

なるように点	B, D	をとる。下の図のように平行四辺形	ABCD	をつくると 

AB AD AB BC AC 

AD AB AD DC AC 

であるから， 	が成り立つ。 
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問 4 右の図を用いて，前ページの法則□2 が成り立つことを確か

めよ。 

 

 

 

結合法則により， 	と	 	は等しいから，かっこを省略して， 	と

書くことができる。 

 

問 5 平面上に	3	点	A, B, C	がある。このとき，AB BC CA 0	が成り立つことを示せ。 

 

ベクトルの減法 

ベクトル	 , 	に対して，1	つの点	O	をとり， OA, OB	となる	2	点	A, B	をとると

OB BA OA	である。このとき，ベクトルBA	を	 	と	 	の差とい

い 

 

と表す。すなわち 

 

また，BA BO OA OB OA	でもあるから，差	 	は 

 

のように逆ベクトルを用いて表すこともできる。 

 

問 6 前ページの問	3	の図において，次のベクトルを図示せよ。 

(1)  (2)  (3)  

 

問 7 右の図の平行四辺形において，次のベクトルの差を求めよ。 

(1) AD AB 

(2) AD CD 

(3) AD DC 
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ベクトルの実数倍 

ベクトル	 	と実数	 	に対して， 	の	 	倍	 	を次のように定義する。 

(i) 0	のとき,	 	は 

0	ならば， 	と同じ向きで，大きさが	 	倍のベクトル 

0	ならば， 	と反対の向きで，大きさが	|	 	|	倍のベクトル 

0	ならば，0 すなわち 0 0 

(ii) 0	のとき，任意の実数	 	に対して 0 0 

 

例 1 ベクトル	 	に対して，2 	は	 	と同じ向 

きで大きさが	2	倍のベクトルである。 

	は	 	と反対の向きで大きさが	 	 

倍のベクトルである。 

 

問 8 右の図のように	 , 	が与えられた 

とき，次のベクトルを図示せよ。 

(1)  (2) 3  

(3) – 2  (4)  

 

注意 	を	
	
	と書くことがある。 

 

上の定義から，とくに次のことがわかる。 

1 , 1  

大きさが	1	のベクトルを単位ベクトルという。 

 一般に， 0	のとき， 	と同じ向きの単位ベクトルを	 	とすると，次の

ようになる。 

|	 	|
 

 

問 9 |	 	| 3	のとき， 	と同じ向きの単位ベクトルを求めよ。 
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実数	 , 	に対して，次の法則が成り立つ。 

 

ベクトルの実数倍 

□1     

□2     

□3     

 

次の図から上の□1 ,□2 が成り立つことがわかる。 

(1) 3 2 6     (2) 3 2 5  

 

 

上の□1 より， 	や	 	は，かっこを省略して	 	と書くことができる。 

 

問 10 次の図を用いて，上の□3 が成り立つことを確かめよ。 

 

 

 

 

 

ベクトルの加法，減法，実数倍の計算は，これまでの法則により整式の計算と同様に行

うことができる。 

 

例 2 2 4 3 2 3 2 8 6 9  

2 6 8 9 8  

 

問 11 次を計算せよ。 

(1) 3 4 2    (2) 3 2 5 2  

 

問 12 次の式を満たす	 	を	 , 	で表せ。 

(1) 3 2 9  

(2) 3 2 2 4 2 4 3  
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ベクトルの平行 

0	でない	2	つのベクトル	 , 	が，同じ向きまたは反対向きであ

るとき， 	と	 	は平行であるといい， ∥	 	と書く。 

ベクトルの平行の定義と実数倍の定義から，次のことがわかる。 

 

ベクトルの平行条件 

0, 0	のとき 

	∥		  ⇔ 
	となる

実数	 	がある
 

 

問 13 右の図で， , 	を	 	で表せ。また， , 	を	 	で表せ。 

 

 

 

ベクトルの分解 

0	でない	2	つのベクトル	 , 	が平行でないとき，他のベクトルを	 	の形に表すこと

を考えてみよう。 

 

例題 1 ベクトルの分解 

右の図の正六角形	ABCDEF	において， 

AB , AF とするとき，次のベクトルを , で表せ。 

(1) CE     (2) BD 

 

解 (1) CE BF	であるから   CE  

(2) 正六角形の中心を	O	とすると 

BD BE ED 2BO ED 2AF AB 

ゆえに    BD 2  

 

問 14 例題	1	で，AE, CB, DF	をそれぞれ	 , 	で表せ。 
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一般に，平面上の	2	つのベクトル	 , 	について，次のことが成り立つ。 

 

分解の一意性 

0, 0	かつ 	と	 	が平行でないとき，平面上の任意のベクトル	 	は，

の形にただ	1	通りに表される。ただし， , は実数である。 

＋ 

このことは，次のように説明される。 

1	点	O	をとって 

OA, OB  

となるように点	A, B	をとる。さらに，任意のベクトル	 	に対

して， OP	となるように点	P	をとる。 

このとき，点	P	を通り，直線	OA, OB	に平行な直線を引き，直線	OA, OB	との交点をそれ

ぞれ	A , B 	とすると 

OP OA′ OB′ 

となる。ここで，OA′ OA, OB′ OB	となる実数	 , 	が	1	通りに定まるから 

OP OA OB 

すなわち  

と表され，この表し方はただ	1	通りである。 

また， 0, 0	かつ	 	と	 	が平行でないとき，次のことが成り立つ。 

 ⇔ ,  

とくに   ⇔  

 

注意 0, 0	かつ	 	と	 	が平行でないとき， 	と	 	は	 	次独立であるという。 
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3 ベクトルの成分 

 

座標とベクトル 

O	を原点とする座標平面上で， 	軸および	 	軸の正の向きと

同じ向きの単位ベクトルを，基本ベクトルといい，それぞれ	 ， 

	で表す。 

いま，与えられたベクトル	 	に対して， OA	となる点	A	を

とり，その座標を	 , 	とすると， 	は 

 

と表される。 

これを	 	の基本ベクトル表示という。この	 , 	をそれぞれ	 	の	 	成分， 	成分といい，

	を 

,			  

と表す。この表し方を， 	の成分表示という。 

 

ベクトルの表示 

  		基本ベクトル表示 

,     成分表示 

 

とくに，0	および	 , 	の成分表示は次のようになる。 

0 0, 0 ,  1, 0 ,  0, 1   

また，2	つのベクトル	 , , , 	に対して 

 ⇔ ,  

	の大きさ	|	 	|	は，線分	OA	の長さであるから，成分表示されたベクトルの大きさは，次

のようになる。 

 

ベクトルの大きさ 

, 	のとき  |	 	|  
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例 3 基本ベクトル表示が	 4 3 	であるベクトル	 	において 

	の成分表示は 4, 3  

	の大きさは |	 	| 4 3 5 

 

問 15 右の図のベクトル	 , , , 	を成分表示し，その大きさを

求めよ。 

 

 

 

 

成分による演算 

ベクトル	 , 	が，基本ベクトル	 , 	を用いて 

,   

と表されているとき， 	と	 	の和，差は 

 

 

 

  

となる。 

また，実数倍は 

 

となる。 

上の和，差，実数倍の演算を成分を用いて表すと，次のようになる。 

 

成分による演算 

□1    , , ,  

□2    , , ,  

□3    , ,      は実数 
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例 4 5, 2 , 3, 4 	のとき 

5 3, 2 4 8, 6   

3 2 3 5, 2 2 3, 4 15, 6 6, 8 9, 2   

 

問 16 2, 3 , 1, 2 	のとき，次のベクトルを成分表示せよ。 

(1)    (2) 2 5    (3) 3 2 6 5 4  

 

問 17 3, 0 , 4, 5 	のとき， 3 2 	を満たす	 	の成分表示を求めよ。 

 

例 5 2, 1 	のとき， 	と同じ向きの単位 

ベクトルの成分表示を求めてみよう。 

|	 	| 2 1 √5 

であるから，求める単位ベクトルは 

|	 	| √ √
,
√

  

 

問 18 12, 5 	と同じ向きの単位ベクトルを成分表示せよ。 

 

例題 2 ベクトルの分解と成分 

2, 3 , 1, 2 	のとき， 5, 4 を の形で表せ。 

解   2, 3 1, 2  

2 , 3 2   

これが	 5, 4 	に等しいから 

2 5, 3 2 4  

これを解いて  2, 1 

ゆえに  2  

 

問 19 1, 2 , 1, 1 	のとき，次のベクトルを	 	の形で表せ。 

(1) 5, 1    (2) 0, 3  
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座標と成分表示 

A 2, 3 , B 5, 1 	について 

AB OB OA 5, 1 2, 3 3, 2   

よって  	AB	 3 2 √13 

一般に，2	点	A, B	に対して，ベクトル	AB	の成分表示と大きさは次

のようになる。 

 

座標と成分表示 

A , , B , 	のとき 

□1  ,  

□2  	 	  

 

 

問 20 3	点	A 2, 6 , B 3, 1 , C 3, 4 	について，次のベクトルを成分表示し，その大き

さを求めよ。 

(1) AB (2) BC (3) CA 

 

例題 3 平行四辺形とベクトル 

平面上に	3	点	A 3, 2 , B 7, 1 , C 1, 4 がある。四角形 ABCDが平行四辺形となる

ような点	D	の座標を求めよ。 

解 点	D	の座標を , 	とする。四角形 ABCDが平行四辺形となるための条件はAD BC

であるから 

3,			 2 1 7,			4 1   

よって  3 8, 2 5 

したがって  5, 3 

ゆえに   D 5, 3  

 

問 21 例題	3	の	3	点	A, B, C	を頂点にもつ平行四辺形は	3	つある。他の	2	つの平行四辺形の

残りの頂点の座標を求めよ。 
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ベクトルの平行 

0	でない	2	つのベクトル	 , , , 	について，次のことが成り立つ。 

 

ベクトルの平行条件 

0, 0	のとき 

	∥	  ⇔ , , となる実数 がある 

 

問 22 1, 2 , 3, 	が平行になるような	 	の値を求めよ。 

 

例 6 4, 3 	と平行で，大きさが	4	であるベクトル	 	を求めてみよう。 

	を実数として 4, 3 4 , 3   ……① 

となり， 	 	 4 3 4	を満たす。 

これより，25 16	であるから   

よって，①より求めるベクトルは  , , ,  

 

問 23 2, 2 	と平行で，大きさが	3	であるベクトルを求めよ。 

 

例題 4 ベクトルの平行 

3, 2 , 1, 4 , 1, 2 のとき， が と平行になるような実数

の値を求めよ。 

解 	∥	 	であるから， 	を実数として と表される。 

よって   3, 2 1, 4 1, 2  

3 , 2 4 , 2   

したがって 3 , 2 4 2  

ゆえに    2 

 

問 24 6, 1 , 3, 2 , 1, 1 	のとき， 	が	 	と平行になるような実数

	 	の値を求めよ。 
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4 ベクトルの内積 

 

0	でない 	2	つのベクトル 	 , 	に対して，点 	O	を始点として，

OA, OB	となるような点	A, B	をとる。このとき，∠AOB を

	 	と	 	のなす角という。 

ただし，0° ≦ ≦ 180°	とする。 

このとき，|	 	| 	 	 cos 	を	 	と	 	の内積といい， ⋅ 	で表す。 

 

内積の定義 

2	つのベクトル , 	のなす角を とすると 

⋅ | || |  

 

0	または	 0	のときは， ⋅ 0	と定める。 

 

注意 内積	 ⋅ 	はベクトルではなく実数である。 

 

例 7 下の図について，内積	 ⋅ 	を求めてみよう。 

(1)      (2)  

 

 

⋅ 3 2 cos 30° 3√3 ⋅ 3 2 cos 90° 0 

 

(3)      (4)  

 

 

⋅ 3 2 cos 135° 3√2 ⋅ 3 2 cos 180° 6 

 

問 25 右の図の直角三角形	ABC	について，次の内積を求めよ。 

(1) AB ⋅ AC (2) CA ⋅ CB 

(3) AB ⋅ BC (4) AB ⋅ CA 
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内積	 ⋅ 	の符号については，次のことが成り立つ。 

0	でない	2	つのベクトル	 , 	のなす角を	 	とすると，cos 	の値は	 	が鋭角，直角，鈍角

のとき，それぞれ正，0，負となるから 

0 ≦ 90° のとき ⋅ 0 

90° のとき ⋅ 0 

90° ≦ 180° のとき ⋅ 0 

90°	のとき， 	と	 	は垂直であるといい，	 	と書く。 

 

ベクトルの垂直と内積 

0,			 0	のとき 

 ⇔ ⋅  

 

問 26 基本ベクトル	 , 	について， ⋅ 	を求めよ。 

 

内積の定義から，明らかに  ⋅ ⋅  

また， 	と	 	のなす角は	0°	で，cos 0° 1	であるから 

⋅ |	 	| ,  	|	 	| √ ⋅   

 次に， 	と	 	のなす角を	 	とすると， 1 ≦ cos ≦ 1	であるから， ⋅ |	 	| 	 	 cos 	に

ついて 

|	 	| 	 	 ≦ ⋅ ≦ |	 	| 	 	  

すなわち， 	 ⋅ 	 ≦ |	 	| 	 	 	が成り立つ。 

 

内積の性質［1］ 

□1    ⋅ ⋅  

□2    ⋅ |	 	| ,  |	 	| √ ⋅  

□3    	 ⋅ ≦ |	 	| 	 	  

 

問 27 0	でない	2	つのベクトル	 , 	に対して，次のことを証明せよ。 

	∥	 	ならば，	 ⋅ |	 	| 	 	 	または	 ⋅ |	 	| 	 	  
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内積と成分 

0	でない	2	つのベクトル	 , , , 	の内積を成分で表してみよう。右の図

のように 

OA, OB, ∠AOB  

とし，△	AOB	に余弦定理を用いると 

AB OA OB 2OA OB cos  

この式は， 0°, 180°	のときも成り立つ。 

よって 2OA OB cos OA OB AB   ……① 

ここで OA |	 	|  

OB 	 	  

AB 	 	  

であるから，①において 

左辺 2|	 	| 	 	 cos 2 ⋅  

右辺  

2  

したがって，次のことが成り立つ。 

 

内積と成分 

, , , 	のとき 

⋅  

 

注意 この式は， 0	または	 0	のときも成り立つ。 

 

例 8 2, 3 , 1, 4 	のとき， 	と	 	の内積は 

⋅ 2 1 3 4 10 

 

問 28 次のベクトル	 , 	の内積を求めよ。 

(1) 2, 3 , 5, 4  

(2) √3 1, √2 , √3 1, √2  
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ベクトルのなす角 

0	でない	2	つのベクトル	 , , , 	のなす角を	 	とすると， 

⋅ |	 	| 	 	 cos 	より，cos 	の値は次のようになる。 

⋅

|	 	| 	 	
 ただし，0° ≦ ≦ 180° 

 

例 9 ベクトル	 4, 2 , 3, 1 	のなす角	 	を求めてみよう。 

cos
⋅

|	 	| 	 	

4 3 2 1

√4 2 3 1

1

√2
 

0° ≦ ≦ 180°	であるから， 135°	である。 

 

問 29 次のベクトル	 , 	のなす角	 	を求めよ。 

(1) 3, 0 , 1, √3  (2) 1, 2 , 3, 1  

 

とくに，0	でない	2	つのベクトル	 , 	について，次のことが成り立つ。 

 ⇔  

 

問 30 次のベクトル	 , 	が垂直になるような	 , 	の値を求めよ。 

(1) 3, 1 , , 6  (2) 2, , 8,  

 

例題 5 ベクトルの垂直 

2, 1 	に垂直で，大きさが 5のベクトル を求めよ。 

解 , 	とすると 

	より， ⋅ 0	であるから 2 0  ……① 

	 	 5	より， 	 	 25	であるから 25  ……② 

①，②から	 	を消去して  5 

したがって        	 √5 

√5	のとき     2√5 

√5	のとき    	 2√5 

よって，求めるベクトル	 	は   √5, 2√5 , √5, 2√5  

 

問 31 4, 3 	に垂直な単位ベクトルを求めよ。 
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内積の性質 

ベクトルの内積について，さらに，次の性質が成り立つ。 

 

内積の性質［2］ 

□4  ⋅ ⋅ ⋅   は実数 

□5  ⋅ ⋅ ⋅  

□6  ⋅ ⋅ ⋅  

 

証明 □5 を証明する。 , , , , ,  

とすると， , 	であるから 

⋅  

 

⋅ ⋅  

よって ⋅ ⋅ ⋅  

 

問 32 上の□4 ，□6 を証明せよ。 

 

上の□4 より， ⋅ 	は	 ⋅ 	と書くことができる。 

 

問 33 ⋅ ⋅ ⋅ 	を証明せよ。 

 

ベクトルの内積の性質によって，次のような計算ができる。 

 

例 10 	 	 |	 	| 2 ⋅ 	 	 	を示してみよう。 

	 	 ⋅  

⋅ ⋅  

⋅ ⋅ ⋅ ⋅  

⋅ ⋅ ⋅ ⋅  

|	 	| 2 ⋅ 	 	  

 

問 34 ベクトル	 , 	に対して，次の等式を証明せよ。 

(1) 	 	 |	 	| 2 ⋅ 	 	  

(2) ⋅ |	 	| 	 	  
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例題 6 内積の性質の利用［1］ 

|	 	| 2, 	 	 3, ⋅ 4	のとき， 2 の値を求めよ。 

解   	 2 	 2 ⋅ 2  

⋅ 2 2 ⋅ 2  

|	 	| 4 ⋅ 4 	 	  

2 4 4 4 3 56 

	 2 	 ≧ 0	であるから 

	 2 	 √56 2√14 

 

問 35 |	 	| 1, 	 	 3, ⋅ 1	のとき， 	3 	 	の値を求めよ。 

 

応用例題 7 内積の性質の利用［2］ 

|	 	| 2, 	 	 1	で， 	と 2 5 が垂直であるとき， , のなす角	 	を求めよ。

解 	と	2 5 が垂直であるから，次の式が成り立つ。 

⋅ 2 5 0 

したがって 		2 ⋅ 5 ⋅ 2 ⋅ 5 ⋅ 0 

2|	 	| 3 ⋅ 5 	 	 0 

ここで，|	 	| 2, 	 	 1, ⋅ 2 1 cos 	であるから 

2 2 3 2 1 cos 5 1 0 

よって   				3 6 cos 0 

これより  				cos  

0° ≦ ≦ 180°	であるから 

120° 

 

問 36 |	 	| √2, 	 	 3	で， 	と	6 	が垂直であるとき， , 	のなす角	 	を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学 B Advanced P.068 



問題 

 

1 △	ABC	の辺	AB, AC	を	 ∶ 	に内分する点を 

それぞれ	P, Q	とするとき，次の問に答えよ。 

(1) PQ	を	AB, AC	を用いて表せ。 

(2) PQ	∥	BC	となることを示せ。 

 

2 √3, 1 	と反対向きの単位ベクトルを成分表示せよ。 

 

3 6, 2 , 0, 2 , 	とするとき，次の問に答えよ。 

ただし， 	は実数とする。 

(1) |	 	| 10	となるような	 	の値を求めよ。 

(2) |	 	|	の最小値を求めよ。また，そのときの	 	の値を求めよ。 

 

4 1	辺の長さが	1	の正六角形	ABCDEF	について，次の内積を求めよ。 

(1) AB ⋅ AF (2) AC ⋅ AE 

(3) AC ⋅ AF (4) AC ⋅ CE 

(5) BE ⋅ CF 

 

5 次のそれぞれの場合について，ベクトル	 , 	のなす角	 	を求めよ。 

(1) |	 	| 3, 	 	 4, ⋅ 6 

(2) |	 	| √2, 	 2 	 √10, ⋅ 2 

 

6 |	 	| 2, 	 	 3, 	 	 √17	のとき，次の問に答えよ。 

(1) ⋅ 	の値を求めよ。 

(2) 	 	 	の値を求めよ。 

(3) 	と	 	が垂直になるような実数	 	の値を求めよ。 

 

7 0	でない	2	つのベクトル	 , 	について， 	 	 	 	 	ならば， 	であることを

証明せよ。 

 

 

 

 

 

数学 B Advanced P.069 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


